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補助対象事業者名：叡山電鉄株式会社

評価対象事業名：交通サービスインバウンド対応支援事業

①事業概要
②前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

④事業実施によるインバウンド受入環境
への効果

⑤事業の今後の改善点等
（特記事項を含む）

訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業　事業評価（一次評価）

令和４年度に、計画した事業は終了した。

７１２号車車外行先表示器を４カ国
語表示に更新・新設する。

計画どおり事業は適切に実施された。A 令和４年度に、計画した事業は終了した。

多言語に対応した車内案内表示と
車内案内放送設備を有する７１２号
車の車両の整備（車両改修工事）
を実施する。

A－

－

計画どおり事業は適切に実施された。

③事業実施の適切性

訪日外国人旅行者が目的とする方向・施設
へ、安全・快適に移動することが可能となっ
た。

訪日外国人旅行者が目的とする方向・施設
へ、快適に移動することが可能となった。


